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「梅小路ふれあいコンサート」 第6回 
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花いっぱいの自主防災活動 

自然に触れる２講座を募集 

季
節
の
花
が
植
え
ら
れ
た
プ
ラ

ン
タ
ー
や
、
き
れ
い
に
生
け
ら
れ

た
生
花
な
ど
「
花
」
が
身
近
に
あ

る
と
、
気
持
ち
も
和
み
ま
す
。

「
お
花
は
大
好
き
だ
け
ど
、
植

え
方
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
い

っ
た
不
安
と
悩
み
を
解
消
す
る
、

園
芸
初
心
者

向
け
の
「
園

芸
基
礎
講

座
」
。
講
座

は
、
秋
・
冬

・
春
の
３
回

開
催
し
、
季
節
の
花
な
ど
を
材
料

に
、
専
門
家
か
ら
園
芸
の
楽
し
み

方
を
学
び
ま
す
。

園
芸
の
基
礎
知
識
が
学
べ
る「
園

芸
基
礎
講
座
」
に
参
加
し
て
、
四

季
折
々
の
花
を
ご
自
宅
で
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

第
１
回

９
月
１２
日
（
木
）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

第
２
回

１２
月
５
日
（
木
）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

第
３
回

来
年
３
月
６
日
（
木
）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

場

所

下
京
区
総
合
庁
舎

４
階

会
議
室

費

用

４
千
円
（
３
回
合
計
）

テ
ー
マ

第
１
回
「
秋
の
園
芸
」

（
材
料
費

千
円
）

第
２
回「
迎
春
の
園
芸
」

（
材
料
費
２
千
円
）

第
３
回
「
春
の
園
芸
」

（
材
料
費

千
円
）

対
象
者

下
京
区
民

定

員

先
着
３０
人

申
込
み

８
月
１９
日
（
月
）
〜

申
込
み
方
法

地
域
振
興
課
の
窓

口
で
参
加
費
一
括
（
４
千
円
）
を

添
え
て
申
込

ん
で
く
だ
さ

い
。定

員
に
な

り
次
第
受
付

を
終
了
し
ま

す
。電

話
、
は
が
き
で
の
申
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
他

当
日
欠
席
者
に
は
、
材

料
を
お
渡
し
し
ま
す
が
、
材
料
費

は
返
金
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ

地
域
振
興
課

園
部
町
に
あ
る
、
る
り
渓
高
原

「
心
と
身
体
の
癒
し
の
森
」
で
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
、
下
京
区
民
健
康
づ
く
り
教

室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

残
暑
が
厳
し
い
下
京
の
ま
ち
を

一
日
だ
け
離
れ
て
、
さ
わ
や
か
な

風
が
吹
き
抜

け
る
高
原

で
、
夏
の
疲

れ
を
癒
し
ま

せ
ん
か
。

日

程
９
月
１８
日
（
水
）

（
雨
天
で
も
決
行
し
ま
す
）

集
合
・
出
発
時
刻

午
前
９
時

集
合
場
所

下
京
区
役
所
前

帰
着
予
定

午
後
５
時
ご
ろ

行
き
先

る
り
渓
高
原

「
心
と
身
体
の
癒
し
の
森
」

内

容

◆
健
康
講
座

「
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
健
康
づ

く
り
」
に
つ
い
て

◆
癒
し
体
験
、
天
然
ラ
ド
ン
温

泉
、
自
然
石
ヒ
ー
リ
ン
グ
体

験
、
ジ
ャ
グ
ジ
ー
、
温
水
プ
ー

ル
、
サ
ウ
ナ
な
ど

◆
有
料
体
験
（
実
費
負
担
）

フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン

５００
円

運
動
機
器
利
用

１
時
間
５００
円

対
象
者

下
京
区
民

費

用

４
千
円（
昼
食
代
込
み
）

定

員

８０
人

申
込
み

往
復
は
が
き
に
、
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て

郵
送
。
１
枚
の
は
が
き
で
２
人
ま

で
申
込
み
で
き
ま
す
。

あ
て
先

〒
６００
・
８
５
８
８

下
京
区
役
所
地
域
振
興
課

「
健
康
教
室
」
係

そ
の
他

返
信
用
は

が
き
に
も
住

所
・
氏
名
を

必
ず
記
入
し

て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

８
月
２８
日
（
水
）
到
着
分
ま
で

を
有
効
と
し
、
申
込
み
多
数
の
と

き
は
抽
選
し
ま
す
。
当
選
者
は
、

参
加
費
を
指
定
の
期
日
ま
で
に
地

域
振
興
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

地
域
振
興
課

市
で
は
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
活
動
に
参

加
し
、
生
き
が
い
を
高
め
て
も
ら

う
た
め
、
満
７０
歳
以
上
の
方
に
、

市
バ
ス
・
地
下
鉄
な
ど
に
無
料
で

乗
車
で
き
る
「
敬
老
乗
車
証
」
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

敬
老
乗
車
証
の
通
用
期
間
は
２

年
間
で
、
１
年
お
き
に
一
斉
に
更

新
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、一
斉
更
新
の
年
で
す
。

現
在
、
交
付
し
て
い
る
敬
老
乗
車

証
は
、
９
月
３０
日
（
月
）
で
通
用

期
間
が
終
了
し
、
ご
利
用
い
た
だ

け
な
く
な
り
ま
す
。

９
月
１
日
（
日
）
か
ら
、
地
域

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
通
じ

て
、
古
い
乗
車
証
と
引
き
換
え
に

新
し
い
乗
車
証
を
順
次
交
付
し
ま

す
。
な
お
、
９
月
中
に
新
し
い
乗

車
証
が
お
手
元
に
届
か
な
い
と
き

は
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

新
規
に
敬
老
乗
車
証
を

申
請
す
る
に
は
？

対
象
者

市
内
在
住
で
住
民
基
本

台
帳
か
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録

さ
れ
て
い
る
満
７０
歳
以
上
の
方
。

申
請
方
法

満
７０
歳
に
な
る
誕
生

月
の
前
月
１
日
か
ら
申
請
が
で
き

ま
す
。

申
請
に
は
、
健
康
保
険
証
な
ど

住
所
・
年
齢
が
わ
か
る
公
的
な
証

書
が
必
要
で
す
。

通
用
区
間

市
バ
ス
路
線
（
定
期

観
光
路
線
を
除
く
）、岩
倉
・
大
原

方
面
を
運
行
す
る
京
都
バ
ス
路
線
、

山
科
・
醍
醐
方
面
を
運
行
す
る
京

阪
バ
ス
路
線
。

た
だ
し
、
敬
老
乗
車
証
で
乗
車

で
き
る
京
都
バ
ス
・
京
阪
バ
ス
に

は
、車
両
の
正
面
と
乗
降
口
に「
敬

老
・
福
祉
」
と
表
示
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
乗
車
の
と
き
は
、
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

福
祉
課

安
寧
・
大
内
・
梅
逕
少
年
補
導

委
員
会
で
は
、
音
楽
を
通
し
て
親

子
や
地
域
の
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広

げ
よ
う
と
、
今
年
も
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
す
。

夏
の
終
わ
り
、
心
に
も
身
体
に

も
音
楽
が
必
要
な
季
節
で
す
。
土

曜
日
の
夕
暮
れ
ど
き
に
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
今
年
は
コ
ー

ラ
ス
が
初
参
加
し
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
だ
れ
で
も
自

由
に
楽
し
め
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

９
月
７
日
（
土
）

午
後
４
時
〜
７
時

場
所

梅
小
路
公
園

芝
生
広
場

（
雨
天
の
と
き
は
梅
小
路
小
学
校
）

出
演

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ラ
ス

（
下
京
区
地
域
女
性
連
合

会
・
梅
小
路
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

梅
逕
中
学
校
音
楽
部

鳥
羽
高
校
吹
奏
楽
部

塔
南
高
校
吹
奏
楽
部

京
都
府
警
察
音
楽
隊
＆
カ

ラ
ー
ガ
ー
ド
隊

問
合
せ

安
寧
・
大
内
・
梅
逕
の

各
少
年
補
導
委
員
会

大正１２（１９２３）年９月１日に発生し
た関東大震災は、多くの死者・負傷者
を出し、大きな被害をもたらしました。
この災害を教訓として災害への備えを
忘れないためにと、昭和５７（１９８２）年
に「防災の日」が制定されました。

Ｑ 地震への備えは、どうしたらいい
の？
Ａ 地震はいつ起きるか予測できませ
ん。そこで、常日ごろからの心がけが
大切です。
★身の回りや家の内外の安全を確認し
ましょう。
★万一のときに備えて、非常持ち出し
品を用意しましょう。

★家族との連絡方法を確認しておきま
しょう。
★出入り口に物を置かないなど、避難
路を確保しておきましょう。
★避難するときは、ブレーカーを切る
など、出火防止に努めましょう。
★広域避難場所や一時避難場所を確認

しておきましょう。
★日ごろから、隣近所との協力体制を
作っておきましょう。
一人ひとりの心がけ次第で、地震に
よる被害を最小限に抑えることができ
ます。みなさんも地震が起きたとき、
どう行動すればよいのかを常日ごろか
ら身につけておいてください。

�応急手当�ができますか？
講習会にご参加を

９月９日は「救急の日」です。
１１９番通報をしてから、救急車が到着
するまでの数分間に、応急手当ができ
るかどうかは、人の命を左右します。
心臓が止まって３分以内に応急手当が
できたかどうかで生存の可能性が大き
く違います。何も応急手当を行わない
と、死亡率は５０パーセント。応急手当
で死亡率は低くなります。
下京消防署では、人工呼吸や心臓マ
ッサージなどの応急手当の３時間講習
会を行います。みなさんもこの機会に
応急手当を学んでみませんか。
日 時
９月５日（木）午後２時～５時
６日（金）午前９時３０分～

午後０時３０分
午後２時～５時

場 所 キャンパスプラザ京都
（西洞院通塩小路下る）

その他 費用は無料です。テキストと
修了証をお渡しします。

申込み 下京消防署救急係
（�３６１―４４１１）

下京区少年野球選手権大会
優秀賞 崇仁少年野球部
下京区民バレーボール祭
優秀チーム 豊園体育振興会
優秀チーム 修徳体育振興会
優秀チーム 有隣体育振興会
優秀チーム 稚松体育振興会
優秀チーム 安寧体育振興会
優秀チーム 大内体育振興会
優秀チーム 七条体育振興会
下京区民ソフトバレーボール祭
優秀チーム 豊園体育振興会
優秀チーム 有隣体育振興会
優秀チーム 尚徳体育振興会
優秀チーム 大内体育振興会
優秀チーム 光徳体育振興会
優秀チーム 七条体育振興会

市
税
に
は
、
納
め
て
い
た
だ
く

期
日
（
納
期
限
）
が
あ
り
ま
す
。

お
届
け
し
て
い
る
納
付
書
で
、
納

期
限
ま
で
に
、
銀
行
・
信
用
金
庫

な
ど
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
で
納

め
て
く
だ
さ
い
。

つ
い
う
っ
か
り
し
て
い
て
、
納

期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
も
、
お

届
け
し
て
い
る
納
付
書
は
、
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
な
る
べ

く
早
く
納
め
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
郵
便
局
で
は
お
取
り
扱
い
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
延
滞
金
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
納
付
書
を
紛
失
さ

れ
た
と
き
は
、
納
税
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。再
発
行
が
で
き
ま
す
。

金
融
機
関
に
も
白
紙
の
納
付
書
が

あ
り
ま
す
の
で
、
督
促
状
や
催
告

書
な
ど
を
ご
持
参
の
う
え
、
必
要

事
項
を
転
記
し
て
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

９
月
は
市
税
の
滞
納
整
理
強
化
月
間

市
で
は
、
税
収
確
保
と
納
税
の

公
平
性
確
保
の
た
め
、
滞
納
市
税

の
徴
収
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。特

に「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」の
９
月

は
、滞
納
者
の
財
産
差
押
え
や
公
売

を
一
層
強
化
し
、
市
税
徴
収
の
促

進
を
図
り
ま
す
。

問
合
せ

納
税
課

こ
ん
に
ち
は
、
け
す
ぞ
う
君
で
す
。

夏
休
み
も
あ
と
わ
ず
か
。
も
う
す
ぐ
新

学
期
が
始
ま
り
ま
す
。９
月
１
日
は「
防

災
の
日
」。今
回
は
、防
災
の
日
に
ち
な
ん

で
、地
震
の
お
話
で
す
。

地
域
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
防
災
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い

る
自
主
防
災
会
。

尚
徳
学
区
自
主
防
災
会
（
伊

東
正
夫
会
長
）
で
は
、
地
域
で

取
り
組
め
る
「
花
い
っ
ぱ
い
」

運
動
の
展
開
と
、
人
々
の
防
火

・
防
災
意
識
を
高
め
よ
う
と
、

ミ
ニ
ひ
ま
わ
り
の
花
を
植
え
た

プ
ラ
ン
タ
ー
（
写
真
）
を
各
町

内
会
へ
配
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
組
は
、
尚
徳
学
区
自

主
防
災
会
と
尚
徳
消
防
分
団
、

下
京
消
防
署
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
で
実
現
し
た
も
の
で
、
学

区
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
夜
回

り
」
に
懸
け
て
「
ひ
ま
わ
り
」

が
選
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

各
町
内
で
は
、
夏
の
日
差
し

を
浴
び
た
「
ひ
ま
わ
り
」
が
、

道
行
く
人
を
し
っ
か
り
と
「
ひ

み
ま
わ
り
」
し
な
が
ら
見
守
っ

て
い
ま
し
た
。

災
害
に
強
い
ま
ち
・
ひ
と
・

組
織
づ
く
り
と
花
い
っ
ぱ
い
運

動
に
取
り
組
ま
れ
る
尚
徳
学
区

自
主
防
災
会
の
活
動
に
ま
す
ま

す
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

最
近
は
、ダ
ニ
な
ど
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
や
、

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
な
ど
の
揮
発
性
有
機
化
合

物
に
影
響
を
受
け
た
健
康
被
害
が
増
え
て
い
ま

す
。さ

ま
ざ
ま
な
健
康
被
害
の
原
因
が
、
こ
う
い

っ
た
室
内
環
境
汚
染
に
起
因
し
て
い
る
と
き
は

「
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

下
京
保
健
所
で
は
、
相
談
窓
口
を
開
設
し
、

必
要
に
応
じ
て
ダ
ニ
ア
レ
ル
ゲ
ン
や
ホ
ル
ム
ア

ル
デ
ヒ
ド
な
ど
の
簡
易
検
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

衛
生
課 明

治
・
大
正
・
昭
和
そ
し
て
平
成
と

時
代
が
流
れ
、
今
で
は
、
学
校
週
５
日

制
と
な
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育

環
境
は
、
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
き
て
い

ま
す
。
時
代
の
変
化
と
と
も
に
教
科
書

も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

市
学
校
歴
史
博
物
館
で
は
、
そ
ん
な

「
教
科
書
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
、

企
画
展
「
昔
の
教
科
書
大
集
合
�

〜

教
科
書
か
ら
み
る
時
代
の
教
育
〜
」
展

を
開
催
中
で
す
。
明
治
６（
１
８
７
３
）

年
、
福
沢
諭
吉
が
著
作
し
た
「
第
二
文

字
之
教
」（
元
修
徳
小
学
校
所
蔵
）
な
ど

を
展
示
、
時
代
の
教
育
を
浮
き
彫
り
に

し
て
い
ま
す
。

昔
の
教
育
を
伝
え
る
、
興
味
深
い
教

科
書
が
小
・
中
学
生
に
も
理
解
で
き
る

よ
う
わ
か
り
や
す
く
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間

１０
月
１５
日
（
火
）
ま
で

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休
館
日

毎
週
水
曜
日
、１０
月
１３
日（
日
）

・
１４
日
（
月
）

入
館
料

お
と
な

２００
円

こ
ど
も

１００
円

そ
の
他

市
内
の
小
・
中
学
生
は
、
土

曜
・
日
曜
日
入
館
料
無
料
。

問
合
せ

学
校
歴
史
博
物
館

（
�
３４４
・
１
３
０
５
）

▼
展
示
内
容
（
一
例
）

「
郡
中
制
法
」
明
治
２
年

元
格
致
小
学
校
所
蔵

「
裁
縫
お
さ
い
く
も
の
」
明
治
４２
年

元
修
徳
小
学
校
所
蔵

「
尋
常
小
学
校
読
本

巻
之
一
」

文
部
省
、
明
治
２０
年

元
豊
園
小
学
校
所
蔵

額
「
桃
太
郎
の
図
」

大
八
木
桂
月
作

元
豊
園
幼
稚
園
所
蔵

・高気密化によ
り、新建材や用
品から放出され
た化学物質が室
内にたまる。
・湿気がこもる
カーペットやソ
ファーなどにほ
こりがたまり、ダニやカビなど
が増加する。

�
目
が
ち
か
ち
か
し
た
り
、
の
ど

が
痛
む
。

�
頭
痛
や
め
ま
い
、
吐
き
気
が
す

る
。

�
鼻
水
や
涙
、
せ
き
が
出
る
。
疲

れ
や
す
い
。

	
皮
膚
が
乾
燥
し
赤
く
な
る
、
か

ゆ
い
。

室内の十分
な換気や整理
と掃除を心が
けましょう。
また、日ごろ
の生活習慣を
見直すことも
必要です。

症状が室内環境汚染に起因
している場合はシックハウス
症候群と呼ばれています。

不
審
電
話
に
ご
注
意
を
�

�
市
民
窓
口
課
職
員
�
を
名
乗
っ
て
聞
き
出
し
ま
す

最
近
、
会
社
や
施
設
へ
「
区
役
所
市
民
窓
口
課
の
職
員
」
な
ど
と
名
乗
っ
て
、

電
話
し
、
お
勤
め
の
従
業
員
や
職
員
の
方
の
住
所
や
氏
名
・
年
齢
な
ど
を
聞
き
出

そ
う
と
す
る
不
審
な
電
話
照
会
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

会
社
や
施
設
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
区
民
の
み
な
さ
ん
に
市
民
窓
口
課
か
ら
電

話
で
住
所
や
氏
名
・
年
齢
な
ど
を
お
聞
き
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●秋
●冬
●春
の
３
回
連
続

園
芸
基
礎
講
座
を
開
催

ミ
ニ
ひ
ま
わ
り
の
プ
ラ
ン
タ
ー

尚
徳
学
区
自
主
防
災
会
が
配
る

企企画画展展「「昔昔のの教教科科書書大大集集合合��
～～教教科科書書かかららみみるる時時代代のの教教育育～～」」展展開開催催中中

◇学校歴史博物館◇

１０月１５日（火）まで

高
原
散
策
で
健
康
保
持
を

る
り
渓
高
原
で
癒
し
体
験

納
期
限
が
過
ぎ
た

市
税
の
納
め
方
は
？

状

お忘れなく

症

市
・
府
民
税
第
２
期
分
の
納
期
限
は

９
月
２
日（
月
）で
す

＊
市
税
の
納
付
は
、
便
利
な
口
座
振
替
で
。

問
合
せ

市
民
税
課

今年は一斉更新の年です
９月１日（日）～３０日（月）

敬
老
乗
車
証
を

お
持
ち
の
方
へ

シックハウス症候群に
悩まれている方へ因

策

原

対

地震対策 ～備えあれば憂いなし～けすぞう君の防災Q&A

市 民 し ん ぶ ん 下京区版 （２）平成１４年８月１５日第８０号（３） 市 民 し ん ぶ ん 下京区版第８０号平成１４年８月１５日


